
令和７年  月  日 

 

裾野市長 村田 悠 様 

 

裾野市総合計画審議会 

会 長  橋本 勝彦 

 

第５次裾野市総合計画について（答申） 

 

令和７年３月 18 日付け裾戦推第 81 号により諮問のありました第５次裾野市

総合計画について、裾野市総合計画審議会条例の規定に基づき、市民意見を踏ま

え慎重に審議した結果、適切であると認め、下記の意見を添えて答申します。 

 

記 

 

１ 国の政策や国際社会の課題に対応する持続可能な社会の構築と人口減少や

産業構造の変化、計画期間を超える長期的な課題を意識し、バックキャスト

型のアプローチにより、本計画の施策展開に努めてください。 

 

２ 後期計画に位置づけられた施策を市民に対して具体的に分かりやすく伝え

るとともに、裾野市ならではの特色ある施策展開に努めてください。 

 

３ 社会情勢の急激な変化（少子高齢化の進行・高校の再編など）を見据え、若

者世代が地域に根ざし、安心して学び、暮らすことのできる環境の整備に努

めてください。 

 

４ 計画の評価にあたっては、評価基準や見直しの方針を定めたうえで、計画的

かつ継続的な評価と施策の改善に努めてください。 

 

５ 計画の推進にあたっては、分野横断的な視点を持ち、戦略的かつ効果的な取

組を推進するよう努めてください。 

以上 

（案） 
資料４ 

カーボンニュートラル 

SDGｓ・地方創生等 

本案は、第３回の審議会意見を踏まえ、事務局で作成した案となります。 

第４回の審議会で答申書を完成させたいと考えています。 


